
匝麺≡逗垣＝垣亘ニコ   

「終末期医療」に関するガイドライン（叩き台）への意見 2007年1月16日  
駐日本尊厳死協会の主張と優生思想との関連性】   

ヨ本尊厳死協会のホ蘭ムページには、「尊厳死とは患者が『不治かつ末期』になった暗、自  

分の意思で延命治療をやめてもらし、安らか（こ、人間らしい死をとげることです」との説明が掲  

げられています。しかし「延命治療」とは「本当はムダなのに‥・」という意味が含まれていま  

す。「命を延ばすだけの（それ以上の意味がない＝甘療」であるということなのです。しかし、  

「生きるに値する」とは】体何だろうか？その意味＝価値を持っていない人は死んで†し良いの  

でしょうかt？   

二の点で日本尊厳死協会からの独立した意見に耳を懐け、今まで（り厚労省の議論のあり方の  

掛／、、反省を踏まえた転換を期待します。  

紆生きていくことが当たり前であるような家族鵬病院一地域づくりを＝   

私f・ま法的な権利問題、特に患者本人の「救命・延命医療中止」の意思確認があるのか否かが  

鞍点になっていること自体が、「いのちの軽視」「いのちの選別」の土俵の枠内で行なわれてい  

ることの直視が必要である、と思います（とりあえずの権利問題とし．ては、できる限り圧力の  

ない形での本人意思の確認の有無モが大事ですが）。「生きることが当たり前」「いのちを支える  

ことが当たり前」という様な、患者・家族が生きたい事を望むような医療現場→地域なのか否  

か？が問われているのだと思います。   

病院を例に取れば、医師のみならず看護師などの他の医療スタップが患者・家族に寄り添い  

自然に生きる勇気を与え合うような付き合いができるようならば、果たして患者や豪族が死を  

望むものであろうか？という問題だと思うのです。おそらく多くの方は、痛みの緩和の技術も  

かなり進んでいる現在、「死を望まないであろう」と思います。「生き続けたい」と思っている  

と確信を持っています。   

こういう当たり前のことが、日常生活の中て空気のように浸透していけば…・、という想像  

力のなさが私たちの覆っていうことが問題なのです。「射水市民病院事件」の呼吸器外しの伊  

藤医師や他の医臥医療スタッフ、GL策定をLようとLている医療機関に1L、ニのことが欠  

けていることなのです。．十ぐ「詑を考えてしまう巨賢しい医療・看護状況、そして福祉状況（家  

族関係）こそが問われているのだと思います。  

好基本的医療知識の提供、異論の提供をしない医療スタッフの問題点ヨ   

患者遺族へ〔ウインタビュ｝や視聴者投書の多くが「ナユーーブに繋がれてまで生きたくない  

（という患者の生前意思）」「意識のない苦しみ・痛み」なる言葉が何の批判的なコメントも無  

く（肯定的に）報道されています。とれむ医学的には誤りであるか、異論があるものばかりで、  

本当の医療的知識が碧、者・家族、市民（患者予備者）に提供されてし＼るとほいえません。中に  

は医師さえ無自覚に誤掛二陥っているノアしhlがあlつます。誤診一二王）元です．二れて「死なされた  

ら堪りません」   

その問題点の指摘の【】つ「意識不明な患者の痛み・苦Lみというものが医学的にはわからな  

い筈なのに、どうしてそれが患者の状態であるかのように語れる〔りかっ」ということヤ、「状  

態がわからない．記者にとって、早く死なせる事に何の意味・利益があるのか？それは周りの人  

の利益からしか出て莱rいないのではないのか！」という問題を、「射水市民病院事件」が提  

起しているように私は慰▼「ています。   

その間いに対して、多くの医師は応えrいないlノ、報道全体でもまともに受けとっていない二．  

厚労省はこのような事態をこそ、きちんとした実態調査に基づいて研究する必要があると思い  

ます。慎重に議論をしてしっかりLた指針、「死なせる指針」ではなく、「生きる尊厳を守る指  

針」を作るように願いたいも（J）です。  
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桓0代、卒性、その他」  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1） ご意見を提出される点  26歳、女性、教職・漫画アシスタント  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）  

（1）ご意見を提出される点  

（2） ご意見   

自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、「本人が   

事前に指名する人（婚姻外関係であっても、実生活を共にする   

パートナーなどを含む）の判断を尊重する」とガイドラインで   

明記してください。  

（2） ご意見  

自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、  

家族ではなく、本人が指名する代理人（たとえば自分の  

パートナー）が代理行為をする  
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、こ・・「：†∴、・：．・‥＿‥  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（7）ご意見を提出される点  

［垂直奉垂直垂］  

2，ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

‖） ご意見を提出される点  

（2） ご意見   

（2）（ご意見  
自分で医療内容の希望が表明できなくなった場合には、家族だけでなく「本  

人が指名する代理人（たとえば自分のパートナー）が代理行為をする」とガ  

イドラインで明記していただきたいです。   

また、面会権や治療の説明についても、患者本人が確認のとれる場合であ  

れば戸籍上の家族ではなくとも本人が望む人に、意思が確認できない場合に  
ついては有効な公正証書などの手段によって患者の意思が表明されている場  

合には・本人が指名した人に権利を与えていただきたいです。  

自分が医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族だけではなく、  

人が指名する自分のパートナー・－（代理人）が代理行為を出来るようにして  

らいたいです。  

面会権や治療の説明も、患者本人が確認のとれる場合であれば家族じやなく  
ても 、自分が望む人にも聞かせてあげられるようにしたいし、意思が確認で  

きない場合については有効な公正言正喜などの手段によって、患者の意思が表  

明されている場合には．自分が指名した人にも権利を与えてほしいです。   



20歳未満、男性、学生  
0歳未満  男性、学生  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）  

（1）ご意見を提出される点  

2・ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）  

（1）ご意見を提出される点  

（2）ご意見  （2）ご意見  

「自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、  

家族ではなく、本人が指名する代理人（婚姻外関係であっても  

実生活などを共にする自分のパートナー）が代理行為をする」、  

とガイドラインで明記してください。   

事前に代理人を指定することができれば、病状が徐々に悪化していく場合や、  

万一のために事前に文書で指定しておく場合などに非常に有用であり、本人  

の意思が尊重された医療行為が可能であると考えます。  

私は身近にこういう状況に置かれていないので、まだリアルに想像をするこ  

とはできませんが将来を考えて、述べさせていただきます。私は同性愛者で  

すから、今の日本では結婚できません。もしできるなら結婚したいと思って  

いる恋人がいて、こういう状況になったとしたとき、婚姻関係がないために  

蚊帳の外という状態になったら悲しいと思し、ます。それに、もっとも身近に  

いて、その恋人のことをよくわかっている人の意見が通らないことはおかし  

いと思います。夫と妻という関係と、お互いのことをよくわかっていると言  

う点でまったく変わりないのに、別の扱いをされてしまう。本人の意思に一  

番近い情報を持っているのに、婚姻関係がないためにその情報が破棄されて  

しまうのは、本人にとっての最善策をとるという点と矛盾していると思い吉  

す。もちろん、同性間で結婚できるようになればそれが一番なのですが、そ  

れにはまだまだ時間がかかるので、今回の話し合いで、同性間の交際があっ  

たとき、配偶者の意見と同じ効力が持てるようになったら幸いです。  

最後に私事ですが、私の夢は結婚することなので、同性婚が日本で認められ  

るような話し合いが開かれることを祈っています。  

－ZO3－  
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圃コ  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照くださいD）  

（1）ご意見を提出される点  

20代、女性、学生  

2．ご意見につし、て（※ 記入の方法は、参考例を参照ください0）  

（1）ご意見を提出される点  

2（1）  ⑳項目番号   

⑳内 容 ‥藍畳幽  

（2）ご意見  
（2）ご意見  

自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、  
家族だけではなく、本人が指名する代理人（たとえば自分の  

′トトナー）が代理行為をする」、とガイドラインで  

明記してください。  

また面会権や治療の説明についても、患者本人が確認のとれる場合であれば  

本人が望む人に（戸籍」二の家族ではなくても）、意思が確認できない場合につい  

ては有効な公正証書などの手段に己こつて患者の意思が表明されている場合に  

は、本人が指名した人に権利を与え■てほしい0  

一人の同性愛者として、終末期医療に対する意見を述べさせていただきますロ  

ご存知のように、現在の日本では同性愛者の法律婚が認められていないため、  

同性愛者のカップルは、付き合いの年数に問わらず法律的観点からの『家族』  
として認知されることはありません0しかし＼何故緊急時に家族に連絡がな  

されるかという根本的な問いを考えれば、それは患者の『大事な人』に最初  
に連絡をつける目的です。晴代が凱＼ている中で、法律的観点からではなく、  

患者の意思を反映させた形で山番に連絡が届いて欲しい人間を指名させてく  

ださい。今臥『終末期医療のガイドライン』で・一般人の意見を募集してくだ  

さって恵謝し．ています。  
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女性、学生  し主要；。＿三・主」芋蔓＿＿i   

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1） ご意見を提出される点  

2．ご意見について   

例：患者の貫思の確認ができない場合についてご意見をいただく＿昼食  

（1）ご意見を提出される点  

㊥項目番号：2（  

（2）ご意見  （2） ご意見  

「家族等」という表現が多用されていますが、この等が何を指すのかを明  

確にしていただきたい。それを決定する上で、自分で医療内容の希望が表明  

できなくなった時には、「本人が事前に指名する人（婚姻外関係であっても、  

実生活を共にする／トトナーなどを含む）の判断を尊重する」とガイドライ  

ンで明記して〈ださい。  

この問題について、「養子縁組制度というものがあるのだから、それを利  

用すれば解決する問題ではないか」という声もありますが、実際に養子縁組  

制度を利用できる同性カップルは、お互いの家族にカミングアウトをしてい  

るカップルなどごく一部。ほとんどの同性カップルは様々な事情を抱えてい  

て、養子縁組制度を利用することができないのが現状です。同性婚が認めら  

れていない日本にあっては、他のどんな制度を使っても、同性パートナーの  

終末期医療の問題は回避できません。よって、本人が希望する家族以外の代  

理人を指名できる制度が不可欠だと思います。  

p自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、「本人が事   

前に指名する人（婚姻外関係であっても、実生活を共にするパー   

トナーなどを含む）の判断を尊重する」とガイドラインで明記し   

てください   

Dこの問題について、「養子縁組制度というものがあるのだから、   

それを利用すれば解決する問題ではないか」という声をあります   

が、実際に養子縁組制度を利用できる同性カップルは、お互いの   

家族にカミングアウトをしているカップルなどごく帽部。ほとん   

どの同性カップルは様々な事情を抱えていて．．養子縁組制度を利   

用することができないのが現状です。また、他のどんな制度を使   

っても、同性パ岬トナーの終末期医療の問題は回避できません。   

よって、 本人が希望する家族以外の代理人を指名できる制度が不   

可欠だと思います  

－207一  
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20代、女性、  

［垂直蓬亘二重コ  

2．ご意見につし、て（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（瑠）ご意見を提出される点  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1） ご意見を提出される点  

㊥項目番号二 2（1）  

⑳内 容 二患者の意思の確認ができない場合について  

（2） ご意見  

（2） ご意見  自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族ではなく、本人が  

指名する代理人（たとえば自分の パートナー）が代理行為をする」、とガイ  

ドラインで 明記してください。  
ガイドラインの2（2）において、「家族」とあるが、この家族に、戸籍上の家族だけではな  

く、実生活を共にしている婚姻外のパートナー、戸詣上同性のパートナーも含めて欲しいク  

弘は戸籍上女性であるが、性同一性障害であり、社会生活は男性とも女性とも言いに〈い状  

態で過二している。現在の法律では一部の性同一性障害者は戸籍の性別が変更可能だが、事  

情があって弘は変更を望んでいない。私には現存パートナーがいるが、相手は女性（戸詣上  

も社会生活上も）であり、戸籍上私たちは同性となってしまうため、婚姻できる見込みがな  

い。そうなると、戸籍上私たちは家族ではないので、もし私が事故にあったり急病で倒れた  

りした場合にも、弘のパートナーではなく、実家の家族に私の意志の確認や判断が任される  

ことになってしまう。そのような事態を避けるためにも、ガイドラインの文言に「家族」と  

は「婚姻外のパートナーや戸籍上同性のパートナーも含む」という言葉を足して欲しいD法  

権上は他人となってし害うが、一番身近な′トトノー・－－【－こそが、払の意志を最もよく尊重lノて  

くれると思う。ぜひとも、それがきちんと聞き入れられるようなガイドラインを策定してい  

ただきたい。  
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匝直コ麺こ亘∈二］  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（l）ご意見を提出される点  

女性、学生  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1）ご意見を提出される点  
㊥項目番号：2（2）  

㊥内 容：患者の意思の確認ができない場合（法的に認められた  

家族以外の人間の医療現場への立ち会い）について  

㊥項目番号： 2（1）  

㊥ 内容 二 患珊：し＼場「竜  
について  

（2）ご意見  
（2）ご意見  

すでに同様の意見を受け取っておられると思いますが、「患者本人で医療内容  

の希望が表明できなくなった場合には、患者本人が指名する代理人が代理行  

為をする」、の文言をガイドラインに盛り込んで頂きたいです。  

これは主に同性同士のカップルの場合を想定していますが、事実婚の状態に  

あるカップルにも適用できるのではないでしようか。特に国際結婚の場合な  

どだと、手続きの猥奈崖さから婚姻関係が法的には成立していない場合も少な  

からずあると考えられます。  

私自身がアメリカ在住なのですが、海外ではcivilullionなどの形で、法的婚  

姻関係に華ずるパートナーシップが認められてきており、特に医療保障や医  

療現場への立会いは最も重要な項目であると捉えられ、整備が進められてき  

ました。  

日本でも国際結婚や同性同士のカップルの数は増えており、その現状に即し  

た対応がなされれば、とても画期的だと思います。  

たとえばドナーカードと同様に、患者本人が事前に意思を表示できるような  

仕組みがあればよいかと思います。もし〈は公正証書などを利用して患者本  

人の意思が明確に示されている場合、それが医療現場で考慮されるよう、ガ  

イドラインに盛り込んでいただければと思います。  

自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族だけではなく、本人が指名する代  

理人（たとえば自分のパートナー）が代理行為をする」、とガイドラインで明記して〈ださ  

い。  

また面会権や治療の説明についても、患者本人が確認のとれる場合であれば本人が望む人に  

（戸籍上の家族ではなくても）、意思が確認できない場合については有効な公正証書などの手  

段によって患者の意思が表明されている場合には、本人が指名した人に権利を与えてほしい  

です。  

－211－  
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［垂亘二亘直亘コ  

2．ご意見について（□ 記入の方法は、参考例を参照ください。ノ   

（1）ご意見を提出される点  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（■り ご意見を提出される点  

⑳項目番号： 2（1）  

参内容二 患者の意思  が確認できる場合  について   

（2）ご意見  

（2）ご意見  

当方、匡標倫理学茸専攻としております大字4年立てす。アメリカ合課琶における『廷示治績に関  

る医醐旨示言Pllユ∫SICianOl〔1ersr－Jll．正巳▼S11Stユーmng「rL・entment』の研究を行っており£す。   「家族等」に「法律上の血縁や親族以外にも、同性の／〈－一トナーや事実婚の  

パートナ】、患者本人が家族同様に思っていると推定される人などが含まれ  

る」よう配慮してください。法律上の家族と、実際に患者本人が信頼し大切  

に思っている家族が異なるケースもあると思い吉す。その差異を「等」とい  

う言葉だけで表現すると、現場の医師の判断などによって、解釈が異なって  

くる可能性があります。このガイドラインが、患者の最善を願ってのガイド  

ラインであるならば、患者の意思を最も反映できるように、「家族等」の文  

言に注をつけるようお隈いします。  

また、より具体的に、「本人が事前に指定している暑がいる場合には、その昔  

の助言を充分に尊重して患者の意思を推定し」という文言を（2）（印二追加  

してください。   

唱f∃ご（1）におきづLて、芸者の意思が鳩意できる場合は、医師と言古し苦いの上で桔莞侍れた右左   

の自己決定に茎つ（判き㌘盲をなすときれておりますが、その部分に疑問を悪七ましノた  

召∵う、その話し合いの中身が宝（明確になっておりませんb回径の素地かとのキ三度抗っていれはとう  

してほLいのか（経口芙蓋が摂取できなくらった輯点か、盲喜如く戻ることがないと判断された場合なの  

か）、また延命治績たいう言葉はとの程度（人工呼吸器装着のことのキを指しているのか㌧ それとも責  

満を汚い水分硝結す5二とからぎんでいるのか、葺）まで適樗す5の力＼∴そのあたLJJ）内容に融れられ  

ていません。医師がとの看量産まで説明をヨ ものかのカイトラ▲†ン（千ニノブし／、ト）が必要だと思います。  

真に、目己決定に重きを還いており、患者の軍旗が全（無視されている点に疑問を悪じました。糧治  

矧二お目る説明でも、まず冨族に説明し、その意志を確言こすることが行われております∴庄治庶以上に  

生死に深く問わるこの問題に関して、家族の存在を圭〈無手屈しrいることに違和悉があります仁君壱と  

斧族の春吉が売難していた墳墓、÷の判断をめぐって訴訟問題が起きることも考えられます。延命治療  

亡行った場合に介諾を行い、．人絹古き払うのは家族てあり、まナ∴崇高か死ん仁あとに手芸されるのも写  

植である阜上、亭ノ、の責忘ナ三けですべてを決めてしまうようにとらえら壬tるかf トラインを探月〕す三‥二   

とは危険性があると感じます。   

医師が治穂を決的も時代から、インフォ椚ムトコンセントか定着Lて聖者が白菊て′占頼を決めるよう   

になって久しく思いますが、なにもかもか自己決定で済んでしまうことはないと感じております㌧家筋、  

まナニ近しノい人々と話し合い、医師も患者も含か⊂、まわりの全ての人が「し、い景期仁った」と納得でき  

らようなプ〕イドライン作成を望みますら 自己決定に重きを置きすぎ、そこから取り至芸された人に不満   

壬残すようでは「いい長真射 にはならないのではないてしょう力㌔  

死は、死ぬ乱二とコては全ての終わりかもLllませんが、言諒なと才芸さjt7二人′～にとっては悲しみや  

寂しさなど壬もたらす、生の中のイへントのひとってす。その部分を着信に入れたカイトライン作乾手  

喜い1Jたく、ニのたひ意見さセていナニ／三きました。  
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酔 」  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1）ご意見を提出される点  

20代、女性、学生  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1）ご意見を提出される点  ㊥項目番号：2（1）  

㊥項目番号：甘  
㊥内 容：  ㊥内 容：患者の意思が確認できない場合  

について  

について  

（2） ご意見   
（2）ご意見  

私は同性愛者で、愛情と信頼に基づいた女性のパートナーがいます。  

互いに自立をし、今後の人生を共に歩んでいくことを約束しています。  

そして現在の日本において、私たちの関係性を公的に証明する方法としては、  

公正証書を交わすなどの方法でおいてカバーするしか手ナ三てがありません。  

養子縁組をするという方法もあるようですが、親子関係という事実とは異なる関係になるの  

で、本意ではありません。  

しかしその公正証書という唯一とれる方法すらも、法的拘束力があるわけではないし、医療  

従事者による「慣習」という理由だけで、パートナーの万が一の際に、立ち会えない可能性  

が非常に高いという状況に身を置かなければなりません。  

愛情と信韓をもった私たちが今後の生活を営んで行く上で、家族の扱いをなされないという  

ことは不当であると思います。「産めよ 殖やせよ」の軍国主義時代の名残で、私たち同性愛  

者が冷遇されてきた時代が長〈続きましたが、昨今における欧米諸国の同性パートナーシッ  

プ制度成立などの背景などをご覧いただければわかる通り、国際的に見て日本はかなりの遅  

れをとっているように思います。  

私たちのような考えを持つ同性愛者は、世界中に人口の数％～10％は必ず存在するのです。  

以上のことを踏まえまして、今回の終末期医療に関する／くブリツクコメントに対して意見を  

述べさせて頂きたいと思います。  

今までは「家族等」という曖昧な表記でしかなかったところを、もう少し具体的に「本人が指  

名する代理人（婚姻外関係であっても実生活などを共にする自分のパートナー）が代理行為  

をする」と明記をしてください。  

同性パートナーが駆けつけても面会ができない‥・つまり排除されるという悲しい現実を  

これ以上増やさないためにも、このことが明文化されるよう希望致します。  

自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族だけではなく、本人が指名  

する代理人（たとえば自分のパートナー）が代理行為をする」、とガイドラインで明記  

し亡ください。  

また面会権や治療の説明についても、患者本人が確認のとれる場合であれば本人が望む  

人に（戸籍上の家族ではなくても）、意思が確認できない場合については有効な公正証書  

などの手段によって患者の意思が表明されている場合には、本人が指名した人に権利を  

与えてほしいです。  
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［垂亘コ麺＝亘宣二］  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（－） ご意見を提出される点  

師 コ  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）  

＝）ご意見を提出される点  
⑳項目番号： 2（2）  

㊥項目番号： 2（1）  
⑳内 容  患者の意思確認ができなり場呈（a▼［塵塵⊥二重董屋  

内  容  劇金  

ついて  
聞き取リ  について  

（2） ご意見   
（2）ご意見  

「
リ
」
リ
」
引
 
 

カイドラインの2（2）において、「家族」とあるが、この家族に、戸籍上の家族たけでは  

く、実生活を共にLている婚姻外のパートナー、戸籍上同性のパートナ∬も含めて欲しい  
自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、  

家族ではなく、本人が指名する代哩人（たとえば自分の  

パートナー〕が代理行為をする」、とガイドラインで  

明記してください。  

払は戸籍上女性であるが、性同一性障害であり、社会生活は男性とも女性とも言いにくい1  

態で過ごしている。現在の法控では椚部の性同一性障害者は戸詣の性別が変更可能だが、  

情があって弘は変更を望んでいない。弘には現在パートナーがいるが、相手は女性（戸詣上  

も社会生活上も）であり、戸籍上私たちは同性となってしノまうたれ婚姻できる見込みがな  

い。そ・うなると、戸籍上私たちは家族ではないので、もし私が事故にあったり急病で倒れた  

りした場合にも、弘のパートナーではな〈、実家の宗族に弘の意志の確認や判断が任される  

ことになってしまう。．そのような事態を避けるためにも、ガイドラインの文言に「家族」と  

は「婚姻外の／しトナーや戸籍上同性のパートナ∬も含む」という言葉を足して欝い、。法  

律上は他人となってしまうが、－番身近なパートナーこそが、私の意志を最もよく尊重Lて  

くれると思う。せひとL、そ′hがきちんと聞き入れられるようなカイドラインを諾定してい  

ただきたい。  
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20代、女性、  20代、女性、学生  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください0）  

（1）ご意見を提出される点  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（1）ご意見を提出される点  

㊥項目番号：   2（1）  

㊥内  容： 患者の意思の確認がで き な い場合  

について  

（2）ご意見  

（2）ご意見  自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族ではなく、本人が  

指名する代理人（たとえば自分の′トトナー）が代理行為をする  自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族ではなく、本人が  

指名する代理人（たとえば自分のパートナー）が代理行為をする。  

どうか、同性パートナーでも最期に立ち会うことができるようになるよう、  

お願いいたし吉す。  
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匝亙二亘直二車重コ  

2．ご意見に・ついて（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（り ご意見を提出される点  

20代、男性、学生  

2．ご意見について（※ 記入の方法は、参考例を参照ください。）   

（り ご意見を提出される点  
ll、  

エ」  

・∴ト  

意思の確認ができない場合  ⑳内 容 二患者の  

（2） ご意見  

（2） ご意見  ※ ご意見をご自由に記哉してください。  

患者が自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族ではなく、  
本人が指名する代理人（婚姻外関係でも実生活などを共にする自分のパ叫ト  

ナー）が代理行為をできるようにして欲しし＼．っ  

自分で医療内容の希望が表明できなくなった時には、家族ではなく、本人が  

指名する代理人（婚姻外関係であっても実生活などを共にする自分のパ叫ト  

ナー）が代理行為をするべきであると思われます。  

現行の婚姻制度では網羅し切れていない、多様な人間が世の中にはいます〔，  

恐らく網羅されている人間には想像もつかないほどたくさんの人々が。  

当然、法的に認められた家族のいない人もいるわーナです［  

また現行の婚姻制度自体、矧二離婚率の上昇等により足元が不安定な状況に  

あL」ます。  

私は同性愛者ですが、‾i6歳で結婚も子供もあきらめまL√た。  

ですが自分で家族を持つことをあきらめたわけではありません。  

法的に言忍められていなくとも、，せめて白身や家族の身に何かあったときに駆  

けつけられるような制度を希求いたします。ぜひともご検討ください。  

」   
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